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01 11/11に、身近なエコが学
べる「宇治環境フェスタ」を
開催

02 11/11に、高校生版宇治魅
力発信プラットフォームの企
画である「宇治魅力発見ツ
アー」で天ヶ瀬ダムを見学

03 �11/2に、4度目の防衛を果
たされたボクシングＷＢＣラ
イトフライ級王者の拳四朗選
手が市役所を表敬訪問

04 10/27・28 と 11/3・4 に、
第28回宇治十帖スタンプラ
リーを開催

05 �11/5～9に、市役所１階ギャ
ラリーコーナーにて「あか
ちゃんようこそ ！ネウボラ展」
を開催

ごみの分別方法は、イン
ターネット版のごみ分別辞
典を参考にしてください♪

表紙の説明

10月下旬から11月中旬までに行わ
れたイベントや催しなどを写真でお
伝えします。

02	年末年始の業務案内
03	年末年始　ごみ収集日程
04	平成29年度 決算
06	�紫式部市民文化賞受賞

作品決定
07	�65 歳以上 障害者控除

認定書
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宇治市政だより
［ 毎月1日・15日発行 ］

宇治フォト

◆次号市政だよりの配布期間◆
31年1月1日号は

12月27日（木）～29日（土）の
3日間でお届けします。

《
受
験
資
格
》次
の
と
お
り

◎
技
師（
建
築
）＝
昭
和
５4
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
１3
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
一
級
ま
た
は
二
級
建
築
士

の
免
許
を
有
す
る
人
、
も
し
く
は
学
校
教
育
法
に
よ
る

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
大
学
等
で
建
築
の
専
門

課
程
を
修
得
し
、
卒
業
し
た
人
ま
た
は
平
成
３１
年
３
月

末
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
。

◎
消
防
職
＝
平
成
4
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
１3
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
学
校

教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
し
、

通
勤
が
１
時
間
以
内
の
人
。

※
い
ず
れ
も
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
地
方
公
務
員
法

第
16
条
の
規
定
に
よ
る
欠
格
条
項（
成
年
被
後
見
人
ま
た

は
被
保
佐
人
等
）に
該
当
す
る
人
は
受
験
出
来
ま
せ
ん
。

《
採
用
予
定
者
数
》い
ず
れ
も
若
干
名

《
第
１
次
試
験
日
》次
の
と
お
り

◎
技
師（
建
築
）＝
1
月
27
日（
日
）

◎
消
防
職
＝
1
月
20
日（
日
）

《
採
用
予
定
日
》31
年
4
月
1
日

申
次
の
と
お
り

◎
技
師（
建
築
）＝
市
指
定
の
申
込
書
兼
履
歴
書
を
、
1

月
16
日（
水
）ま
で（
必
着
）に
、
郵
送（
特
定
記
録
郵
便
の

み
可
）か
人
事
課
窓
口（
平
日〈
12
月
31
日（
月
）・
1
月
2

日（
水
）・
3
日（
木
）は
除
く
〉の
午
前
8
時
半
～
午
後
５

時
）（
〒
611
・
8
5
0
1
宇
治
琵
琶
33
）へ
。

◎
消
防
職
＝
市
消
防
本
部
指
定
の
申
込
書
と
履
歴
書
を
、

12
月
27
日（
木
）ま
で（
必
着
）に
、
郵
送（
特
定
記
録
郵
便

の
み
可
）か
消
防
総
務
課
窓
口（
平
日
の
午
前
8
時
半
～

午
後
５
時
）（
〒
611
・
0
0
2
1
宇
治
下
居
13‐

2
）へ
。

※
い
ず
れ
も
実
施
要
項
等
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

印
刷
も
出
来
ま
す
。

市役所 12月29日（土） ～ 1月3日（木）
行政サービスコーナー 12月29日（土） ～ 1月3日（木）
ファミリー・サポート・センター 12月29日（土） ～ 1月3日（木）
地域子育て支援基幹センター 12月29日（土） ～ 1月3日（木）
西部地域子育て支援センター 12月29日（土） ～ 1月3日（木）
南部地域子育て支援センター 12月28日（金） ～ 1月6日（日）
東部地域子育て支援センター 12月28日（金） ～ 1月6日（日）
北部地域子育て支援センター 12月29日（土） ～ 1月6日（日）
ぶんきょうにこにこルーム 12月26日（水） ～ 1月6日（日）
りぼん 12月22日（土） ～ 1月6日（日）
ひあにしおぐら 12月26日（水） ～ 1月7日（月）
toridori 12月26日（水） ～ 1月7日（月）
総合福祉会館 12月27日（木） ～ 1月4日（金）
各地域福祉センター 12月27日（木） ～ 1月4日（金）
デイホーム 12月28日（金） ～ 1月4日（金）
生涯学習センター 12月28日（金） ～ 1月3日（木）
各公民館 12月28日（金） ～ 1月3日（木）
市民会館・宇治公民館 現在、閉館中
男女共同参画支援センター 12月28日（金） ～ 1月3日（木）
コミュニティーワークこはた館 12月29日（土） ～ 1月3日（木）
コミュニティーワークうじ館 12月29日（土） ～ 1月3日（木）
文化センター 12月28日（金） ～ 1月3日（木）
各図書館 12月28日（金） ～ 1月4日（金）
源氏物語ミュージアム（※1） 12月28日（金） ～ 1月1日（祝）
歴史資料館 12月28日（金） ～ 1月3日（木）
各コミュニティセンター 12月28日（金） ～ 1月3日（木）
各ふれあいセンター 12月28日（金） ～ 1月3日（木）
アクトパル宇治 12月28日（金） ～ 1月4日（金）
植物公園 12月28日（金） ～ 1月4日（金）
自転車等駐車場（※2） 1月1日（祝） ～ 1月3日（木）
自転車保管場所 12月27日（木） ～ 1月4日（金）
対鳳庵 12月21日（金） ～ 1月9日（水）
観光センター（※3） 12月29日（土） ～ 1月1日（祝）
観光案内所（JR宇治駅前・京阪宇治駅前）（※4） 12月29日（土） ～ 1月1日（祝）
観光案内所（近鉄大久保駅構内） 12月29日（土） ～ 1月3日（木）
山城総合運動公園 12月28日（金） ～ 1月4日（金）

年末年始の業務案内

年末年始の急病の診療

施設 休業期間

宇治市休日急病診療所（うじ安心館５階　 39-9430）
　応急的な診療を行うことを目的としています。受診の際は健康保険証が必要です。
◆診療日…�◎内科・小児科＝12月30日(日) ～ 1月3日(木)�

◎歯科＝12月29日(土) ～ 1月3日(木)
◆受付時間…午前9時30分～ 11時30分、午後1時～ 4時30分

◎京都府の小児救急医療体制
宇治徳洲会病院（宇治市槇島町石橋145　 20-1111）
田辺中央病院（京田辺市田辺中央6丁目1-6　 63-1111）
◎小児救急医療機関
京都きづ川病院（城陽市平川西六反26-1　 54-1111）

※上記連絡先に受付時間等を確認のうえ、受診してください。

広報

※1＝1月2日（水）・3日（木）午前10時～午後5時は臨時開館
※2＝�JR六地蔵駅前第2自転車等駐車場は１月１日(祝) ～３日(木)も利用可能（電動ゲートカードが必

要）
※3＝1月2日（水）・3日（木）午前10時～午後3時は臨時開館
※4＝JR宇治駅前・京阪宇治駅前は、1月2日（水）・3日（木）午前10時～午後3時は臨時開館

年末年始ごみ収集日程
～プラマークの全市収集を試行します～ 問ごみ減量推進課

（ 20-8762）

ごみを出す時の注意点
▼プラマーク
汚れがついている場合は、簡単な水洗いを
してください。水洗いで落ちない場合は、
もえるごみに出してください。
▼もえないごみ
ボンベ缶・スプレー缶は、必ず使い切り、
穴を空けずに透明な袋に入れ、他のごみ
と分けて出してください。ライターも同
様に必ず使い切って、別の透明な袋に入
れ、他のごみと分けて出してください。

◆ごみの収集日◆
◎12月28日（金）・30日（日）は、もえるごみを全市収集します。
◎12月29日（土）は、プラマークを全市収集します。
※山間地域は日程が異なります（表2参照）。

◆し尿の収集◆
年末年始前後のし尿臨時収集（有料）の予約は、
受付件数に限りがあるため、早めに連絡をお願
いします。し尿収集に関する問い合わせ・受付

は、年末は12月28日
（金）午後5時15分ま
で、年始は1月4日（金）
午前8時半からとなっ
ています。
問城南衛生管理組合
（ 075-631-5171）

12月 1月
28日（金） 29日（土） 30日（日） 4日（金） 7日（月） 8日（火） 9日（水） 10日（木）

もえるごみ 全市収集 なし 全市収集
プラマーク 金曜日の地域 全市収集 なし
もえないごみ 金曜日の地域 なし なし
びん・ペットボトル なし なし なし
缶（表1参照） なし なし なし なし なし なし 1・3週の地域 なし

表1：年始の缶収集について
1月のみ収集日程が下記のとおりとなりますので、ご注意ください。
1・3週の地域 1月9日・23日（2・4週の水曜日）
2・4週の地域 1月16日・30日（3・5週の水曜日）

表2：山間地域（炭山・東笠取・西笠取・二尾・池尾）の収集日
もえるごみ プラマーク もえないごみ 缶 びん・ペットボトル

年末最終の収集日 12月29日（土） 12月26日（水） 12月26日（水） 12月26日（水） 12月19日（水）
年始最初の収集日 1月4日（金） 1月9日（水） 1月9日（水） 1月16日（水） 1月9日（水）

【有料臨時ごみ】
大掃除等で多量に出るごみや大型ごみは有料で収集します。電話で予約を受け付けています。
年内は12月21日（金）まで受付、12月27日（木）まで収集します。
予約が埋まり次第締め切りますので、予約は早めにお願いします。

市
職
員
採
用
試
験

（
技
師〈
建
築
〉・
消
防
職
）

宇治市
捨てればごみ
生かせば資源

※�もえるごみは12月28日～1月10日に限り、
午後の収集地域も朝9時までに出してくだ
さい。

1月4日（金）から通常収集

3 2

http://www.gomisaku.jp/0005/


生活費
263 万円

給与などの収入
503 万円

親からの仕送り 71 万円

借り入れ（家・車購入） 28 万円

借り入れ（生活資金） 23 万円

預貯金の引き出し 9 万円

普通会計の歳入・歳出を
1/10000 にして算出

前年度の残金 4 万円

収入
638 万円
前年度比 23万円増

子どもの教育費
153 万円

保険料・下水道費用 74 万円

ローンの返済 58 万円

家や車の購入 58 万円

貸付金 24 万円 預貯金の積立 3 万円

ローン残高 442 万円
預貯金残高　83 万円

支出
633 万円
前年度比 22万円増

一般会計の内訳

決
算

平
成
29
年
度

普
通
会
計
の
歳
入
・
歳
出
を

一
般
家
庭
に
例
え
る
と
…
…

▼
一
般
会
計

　
歳
入
総
額
は
639
億
9
3
7
9
万
2
千
円（
前

年
度
比
3
・
7
％
の
増
）、
歳
出
総
額
は
635
億

3
2
6
9
万
6
千
円（
同
3
・
5
％
の
増
）で
、

歳
入
歳
出
差
引
額
は
4
億
6
1
0
9
万
6
千

円
で
し
た
。
こ
の
額
か
ら
30
年
度
も
継
続
し
て

行
う
事
業
に
使
う
財
源
2
億
7
5
9
3
万
円

を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、
1
億

8
5
1
6
万
6
千
円
で
、
38
年
連
続
の
黒
字

決
算
で
し
た
。

▼
特
別
会
計

　
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
な
ど
4
事
業
で

の
歳
入
総
額
は
404
億
1
2
5
5
万
2
千
円
、

歳
出
総
額
は
390
億
7
3
8
3
万
7
千
円
で
し

た
。▼

公
営
企
業
会
計

　

水
道
事
業
の
経
営
状
況
は
、
収
益
的
収
支

（
水
道
水
の
供
給
及
び
維
持
管
理
に
伴
う
収
支
）

で
は
、
収
入
額
が
38
億
3
9
7
3
万
8
千
円
、

支
出
額
が
34
億
6
3
8
2
万
8
千
円
で
し
た
。

ま
た
、
資
本
的
収
支（
水
道
施
設
の
建
設
に
伴

う
収
支
）で
は
、
収
入
額
が
13
億
2
1
7
8
万

9
千
円
、
支
出
額
が
21
億
2
4
4
2
万
円
で

し
た
。

　
公
共
下
水
道
事
業
の
経
営
状
況
は
、
収
益
的

収
支（
下
水
道
の
維
持
管
理
に
伴
う
収
支
）で

は
、
収
入
額
が
52
億
8
8
3
7
万
2
千
円
、

支
出
額
が
51
億
6
8
6
2
万
2
千
円
で
し
た
。

ま
た
、
資
本
的
収
支（
下
水
道
施
設
の
建
設
に

伴
う
収
支
）で
は
、
収
入
額
が
39
億
2
6
8
3

万
6
千
円
、
支
出
額
が
53
億
8
5
8
2
万
9

千
円
で
し
た
。

年
度
の
決
算
は
、
歳
入
の
要
で
あ
る
市
税
収
入
が
、
前

年
度
か
ら
2
億
5
0
9
2
万
1
千
円
の
増
と
な
り
ま
し

た
が
、
市
税
収
入
の
歳
入
に
占
め
る
割
合
は
、
6
年
連
続
で
40
％

を
下
回
り
ま
し
た
。
ま
た
歳
出
は
、
扶
助
費
が
過
去
最
高
と
な

り
、
前
年
度
か
ら
6
億
830
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
財
政
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
、
98
・
9
%
と
な

り
、
依
然
と
し
て
90
%
を
超
え
る
水
準
に
あ
り
、
財
政
構
造
の

硬
直
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
財
源

を
有
効
に
活
用
し
、
最
大
の
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
に
努
め
、

「
お
茶
と
歴
史
・
文
化
の
香
る
ふ
る
さ
と
宇
治
」の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
み
ま
し
た
。

29『
健
全
化
判
断
比
率
』と

『
資
金
不
足
比
率
』

　
財
政
健
全
化
法
の
施
行
に
よ
り
、
平
成
19
年

度
決
算
か
ら
、「
早
期
健
全
化
基
準
」と「
財
政
再

生
基
準
」の
2
段
階
で
財
政
悪
化
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
と
共
に
、
特
別
会
計
や
企
業
会
計
も
併
せ
た

連
結
決
算
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
状

況
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
「
健
全
化
判
断
比
率
」の
各
比
率
に
お
い
て
、

早
期
健
全
化
基
準
を
超
え
た
場
合
は
、
自
主
的

な
改
善
努
力
が
必
要
と
な
る「
財
政
健
全
化
団

体
」と
な
り
ま
す
。
ま
た
、「
資
金
不
足
比
率
」に

お
い
て
、
経
営
健
全
化
基
準
を
超
え
た
場
合
、

経
営
健
全
化
計
画
の
策
定
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
29
年
度
決
算
に
基
づ
く
本
市
の「
健
全
化
判
断

比
率
」及
び「
資
金
不
足
比
率
」は
、
全
て
健
全
化

基
準
を
下
回
り
ま
し
た
。

健全化判断比率 本市 早期健全化基準
実質赤字比率 － 11.62%
連結実質赤字比率 － 16.62%
実質公債費比率 2.1% 25.0%
将来負担比率 － 350.0%
資金不足比率　 本市 経営健全化基準
水道事業会計 － 20.0%
公共下水道事業会計 － 20.0%
◎�実質赤字比率、連結実質赤字比率及び資金不
足比率は、黒字のため「－ ( 該当なし )」で
表示しています。
◎�将来負担比率は、充当可能財源等が将来負担
額を上回り、算定されなかったため「－」で
表示しています。

経常収支比率とは…？？

経常収支比率＝ 経常的な収入
経常的な支出

　

　市が比較的自由に使えるお金のう
ち、人件費、借金返済に充てる公債
費、生活保護や福祉サービス等の住
民福祉のための経費である扶助費な
ど、支出が避けられない必要な経費
が占める割合です。
　値が低いほど、自由に使えるお金
がたくさん残り、ゆとりのある財政
運営が出来ます。目安として 70 ～ 
80% が「適正」、90% 以上は「硬
直化している」とされています。

問
財
務
課（

20
・
8
7
1
5
）

民生費
286 億
458万 5千円
（44.9%）

総務費
62 億
324万 7千円
（9.8%）

土木費
72 億3947万 4千円
（11.4%）

消防費
21億4668万8千円（3.4%）

商工費
18億6011万9千円（2.9%） その他

19 億 7853万 3千円（3.1%）

公債費
58 億3281万円
（9.2%）

教育費
53 億8362万 1千円
（8.5%）

国庫支出金
125 億
6965万 4千円
（19.6%）

地方交付税
70 億 8453万 1千円
（11.1%）

市債
51 億 4670万円
（8.0%）

府支出金
50 億 6841万 5千円
（7.9%）

その他
106 億
6101万円
（16.7%）

衛生費
42 億 8361万 9千円
（6.7%）

市税
234 億
6348万 2千円
（36.7%）

歳入
639億
9379万 2千円

歳出
635億
3269万 6千円

歳入 歳出

　昨年度と比べて、生活費、家や車の購入にかかる経費が増加したことにより、ローンの借り入れを
増やしたり、預貯金を引き出すことで、不足分を補いました。今後も生活費の増加が見込まれる他、
家や車の修繕・改修等にかかる費用も増加する見込みです。

扶助費の推移
（扶助費＝一般家庭で例えると生活費の一部）

15,500

16,000

16,500

17,000

17,500

18,000

18,500

19,000

29年度28年度27年度26年度25年度24年度

（単位：百万円）

15,799
16,241

17,243

17,743
18,140

18,748

経常収支比率の推移
（経常収支比率＝収入に占める生活費等の割合）

90.0
91.0
92.0
93.0
94.0
95.0
96.0
97.0
98.0
99.0
100.0

29年度28年度27年度26年度25年度24年度

（単位：％）

91.4

92.9
93.7

94.8

98.8 98.9

財
政
健
全
化
を
推
進
す
る

　
　
取
り
組
み
を
進
め
ま
す

　
今
後
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
社
会
の
一
層
の
進

展
等
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
厳
し
い
財
政
状
況
が
予
想

さ
れ
る
中
、
現
在
の
行
政
課
題
へ
の
対
応
や
、
未
来

へ
の
投
資
を
積
極
的
に
行
い
、
持
続
的
に
発
展
す
る

魅
力
あ
る
宇
治
市
を
築
く
た
め
に
は
、
歳
入
の
確
保

や
、
30
年
度
に
取
り
組
ん
だ
職
員
定
数
の
削
減
、
職
員
給
与
の
見
直

し
等
の
人
件
費
削
減
を
は
じ
め
と
し
た
歳
出
の
見
直
し
等
、
財
政
構

造
を
見
直
し
、
財
政
の
健
全
性
を
維
持
す
る
取
り
組
み
を
進
め
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
市
の
財
政
状
況
を
家
計
に
置
き
換
え
る
と
】

扶
助
費
が
年
々
増
加
す
る
な
ど
、
経
常
的
な
経
費
を
賄
う
だ
け
で
精

一
杯
の
状
況
で
す
。

解
説
：
生
活
費
な
ど
毎
月
必
ず
必
要
な
経
費
で
給
料
が
ほ
と
ん
ど
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
生
活
費
の
節
約
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

他
に
つ
い
て
も
今
一
度
見
直
し
を
行
い
、
家
計
の
安
定
に
向
け
て
一

層
の
努
力
や
工
夫
が
必
要
で
す
。

（　）内の％は、一般会計の合計に占める割合
です。小数点以下第 2位を四捨五入のため、
合計は必ずしも 100％にはなりません。
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［ 受賞の言葉 ］
　この度は、紫式部市民文化賞を頂戴いたしまして大変光栄に存じます。
　十代の頃から、「源氏物語」に憧れていた私は、結婚して宇治に住むこと
になり、初めて宇治橋から上流の景色を見た時の感激は今も忘れられませ
ん。
　その後、小野為三先生の「源氏物語を読む会」に入って楽しく学び、また
「宇治十帖の風土」の出版、「宇治十帖百首」かるたの作成にも関わらせてい
ただき、よい思い出になっております。
　歌集「木曽坊道」は、家族に促され、「孫に語る自分史を歌で綴る」という
思いで作ったものですが、この受賞により、わたくしの自分史に大きな大
きな華を飾って頂きました。
　厚く御礼申し上げます。

［ 受賞の言葉 ］
　文章を書くことが好きだった亡父の導きでしょうか、博識の先輩知人の
推薦により、私の作品を愚作ながら応募致しましたところ、特別賞受賞作
品として決定したとのご連絡を賜りました。厚く御礼申し上げます。
　多くの応募作品が寄せられる中で、これほど大きな賞を授かる事は人生
85年の中で二度とあるものではない、と手前味噌で喜んでおります。
　作品完成には 6ヶ月間を費やした作品ですが、遠い昔、戦争により苦
難の日々に耐えていた子ども時代の思い出は懐かしく、物語として書きま
した。

◉著者略歴　　
昭和 12 年、広島市生
まれ。広島市立基町高
等学校卒業。平成 ３０
年に第 1歌集「木曽坊
道」を出版。宇治市在
住。

◉著者略歴
昭和 24 年、京都市立
陶化中学（新制）3年卒
業。昭和 55 年～平成
22 年、民生児童委員
を務める。宇治市在
住。

長谷川 昭子さん

中川 晃さん

◉ 『学童疎開物語「太郎は父のふるさとへ」』　中
なかがわ

川 晃
あきら

さん

◉ 『木
き そ ん ぼ み ち

曽坊道』　長
は せ が わ

谷川 昭
あ き こ

子さん

紫式部市民文化賞選考委員特別賞紫式部市民文化賞選考委員特別賞

　紫式部市民文化賞も、本年でもう28回を迎えました。今年
の応募作品は52作品。昨年と同数です。毎年の応募総数がほ
ぼ一定しているのと、応募作品の質も一定しているのには驚か
されます。宇治市には市民文化を育てる特別の土壌があるので
しょうか。
　今年はだいぶ選考が難航したのですが、市民文化賞に長谷川
昭子さんの歌集『木曽坊道』が選ばれました。
　「きそんぼみち」とは、作者が現在住む家の前の通り名だそ
うです。木曽義仲の妻が、夫の菩提を弔うために建てた御堂に
人々が通った道だそうです。この歌集は、歌の集ですが、同時
に自分史でもあるのです。最近歌の指導を受けるようになった
「薔薇の会」の会主に、「子どもに語る自分史を歌で綴りたい」と
申し出たそうです。
　会主の神谷佳子さんは「序」で、「作品は手堅い日常詠でしっ
かりとゆるぎがない。言葉の機知や華やかな修飾語を遊んでみ
るという詠み方ではない。まっ直ぐにまわりを観、そこに生じ
た事象を詠みとるのに、一語が無駄なく一首に活き、見事に現
実の様相を描き出している。」と書いている。全くその通りの歌
集である。

　疎開から父の死までを第Ⅰ部に収めるが、第Ⅱ部は15年程
移住していたカナダでの詠歌を中心に、外国での歌が挟まる。
英文で詠んだ歌があるのも楽しい。第Ⅲ部以降は、帰国して以
降の近詠であり、夫と共に平穏で充実した傘寿を迎えるまでの
歌が編まれている。
　歌集の題に「木曽坊道」とつけられたのも、読後に思い返すと
よくわかる。
　選考委員特別賞は、『学童疎開物語「太郎は父のふるさとへ」』
が選ばれました。戦時の学童疎開という異常時体験を、どうし
ても後世に伝えておきたいという筆者の思いと、それをどうし
ても市民文化賞に推薦したいという人の思いが、ひしひしと伝
わってきます。
　小説とありますが実に克明な記録を含んでいます。筆者は小
学生の高学年のとき、２００日に渡る自分の経験した苦難の日々
を、記録ではなくドラマとして書いておきたかったと書いてい
ますが、今となっては、貴重な戦争の体験記であり、資料です。
　今年の応募作品には、他にも努力がよく分かる多くの作品が
ありました。

山路興造選考委員長の講評

こ
ど
も

マ
マ
の
た
め
の
お
は
な
し
会

「
災
害
へ
の
備
え
」

　
妊
婦
や
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
家
庭
に
必
要
な
防

災
用
品
の
準
備
、
家
族
と
の
情
報
共
有
等
、
普

段
か
ら
災
害
に
備
え
る
対
策
に
つ
い
て
話
し
ま

す
。　
時
1
月
8
日（
火
）午
前
10
時
～
11
時　

所
う
じ
安
心
館　
対
妊
婦
ま
た
は
概
ね
6
カ
月

ま
で
の
子
と
保
護
者（
6
カ
月
を
超
え
る
場
合

は
定
員
が
空
い
て
い
る
場
合
の
み
参
加
可
）　

定
先
12
組　
持
母
子
健
康
手
帳
、バ
ス
タ
オ
ル  

他
兄
弟
も
一
緒
に
参
加
可（
保
育
な
し
）  

申
催

し
名（
参
加
希
望
日
）、保
護
者
の
氏
名
・住
所
・

電
話
番
号
、子
の
氏
名
・生
年
月
日
、兄
弟
参
加

の
有
無（
参
加
の
場
合
は
氏
名
・
年
齢
）を
、電

話
か
E
メ
ー
ル
で
、保
健
推
進
課（

papam
am
a

-start@
city.uji.kyoto.jp

）へ
。

ひ
と
り
親
家
庭

中
学
校
卒
業
祝
い
品
の
贈
呈

対
３１
年
３
月
に
中
学
校
を
卒
業
予
定
の
ひ
と
り

親
家
庭
の
生
徒　
申
１
月
１１
日（
金
）ま
で
に
、

申
込
先
に
あ
る
所
定
の
申
込
書
を
、
地
域
の
母

子
会
地
区
役
員
か
こ
ど
も
福
祉
課
へ
。
祝
い
品

の
受
け
取
り
は
、
２
月
１２
日（
火
）～
２０
日（
水
）

に
申
込
時
に
渡
す
引
換
証
を
持
っ
て
、
同
課

へ
。　
問
連
合
母
子
会
・
岡
本
さ
ん（

２２
・

０５６３



）ま
た
は
母
子
会
地
区
役
員

高
齢
者

　
30
年
度
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
が
不
足
し
て
い
る
医
療
機
関
が

あ
る
た
め
、
予
防
接
種
を
希
望
す
る

人
が
適
切
に
接
種
出
来
る
よ
う
に
、

高
齢
者
等
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
期
間
を
1
月
31
日（
木
）ま
で
延

長
し
ま
す
。　
問
健
康
生
き
が
い
課

高
齢
者
等
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
期
間
の
延
長

健
康
・
福
祉

介
護
知
識
・
技
術
習
得
教
室

安
心
・
安
全
な
食
事
提
供
の
コ
ツ
と
口
腔
ケ
ア

　
飲
み
込
む
力
が
弱
く
な
っ
た
高
齢
者
へ
の
食

事
の
提
供
や
介
助
の
ヒ
ン
ト
、
口
腔
ケ
ア
の
方

法
を
専
門
職
に
よ
る
実
習
を
交
え
て
学
び
ま

す
。　
時
１
月
25
日（
金
）午
後
1
時
半
～
3
時

半　
所
ゆ
め
り
あ 

う
じ　
対「
介
護
保
険
で
要

介
護
２
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
高
齢
者

（
市
民
）」を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族（
市
民
）

等　
定
抽
20
人
程
度　
講
言
語
聴
覚
士
、
歯
科

衛
生
士　
申
健
康
生
き
が
い
課
に
あ
る
申
込
書

を
、
1
月
11
日（
金
）ま
で（
必
着
）に
同
課
へ
。

　
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
の
情
報
を
お
届
け

し
ま
す
。 情
報
B
O
X

52 作品の応募の中から選ばれた 2つの受賞作品を紹介します。　  文化自治振興課文化係（　 20-8721）

受賞作品決定
　
65
歳
以
上
の
人
で
身
体
障
害
者
手
帳
等

の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
人
が
、
一
定
の

基
準
に
該
当
す
る
場
合
、「
障
害
者
ま
た

は
特
別
障
害
者
に
準
ず
る
者
」と
し
て
、

所
得
税
及
び
住
民
税
の
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
出
来
る
、
認
定
書
を
発
行
し
ま
す
。

《
申
請
方
法
》

　
印
鑑
を
持
っ
て
、健
康
生
き
が
い
課
窓

口
へ
。
後
日
、
調
査
の
上
、
該
当
者
に
は

認
定
書
を
送
付
し
ま
す
。

《
障
害
者
の
区
分
》

■
判
断
基
準
と
具
体
的
な
状
態

◎
知
的
障
害
者（
軽
度
・
中
度
）に
準
ず
る

人
＝
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度

が
、
お
お
む
ね「
Ⅱ
a
」「
Ⅱ
b
」の
人（
た

び
た
び
道
に
迷
う
、
買
い
物
や
事
務
・
金

銭
管
理
等
そ
れ
ま
で
出
来
た
こ
と
に
ミ
ス

が
目
立
つ
等
）

◎
身
体
障
害
者（
３
～
６
級
）に
準
ず
る
人

＝
障
害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
が
、

お
お
む
ね「
Ａ
1
」「
Ａ
2
」の
人（
食
事
、

排
せ
つ
、
着
替
え
は
お
お
む
ね
自
立
。
近

所
へ
の
外
出
に
は
、
介
護
者
が
必
要
等
）

■
控
除
額

◎
所
得
税
＝
２７
万
円
◎
住
民
税
＝
２６
万
円

問
健
康
生
き
が
い
課（

内
線
2
3
4
7
）

６５
歳
以
上
で
、
要
支
援
・
要
介
護
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
へ

障
害
者
控
除
の
対
象
者
に
認
定
書
を
発
行
し
ま
す

《
特
別
障
害
者
の
区
分
》

■
判
断
基
準
と
具
体
的
な
状
態

◎
知
的
障
害
者（
重
度
）に
準
ず
る
人
＝
認

知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
が
、
お

お
む
ね「
Ⅲ
」以
上
の
人（
着
替
え
、
食
事
、

排
便
、
排
尿
が
上
手
に
出
来
な
い
・
時
間

が
掛
か
る
、
や
た
ら
に
物
を
口
に
入
れ

る
、
物
を
拾
い
集
め
る
、
徘
徊
、
失
禁
、

大
声
・
奇
声
を
上
げ
る
、
火
の
不
始
末

等
）

◎
身
体
障
害
者（
１
・
２
級
）に
準
ず
る
人

＝
障
害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
が
、

お
お
む
ね「
B
」以
上
の
人（
屋
内
で
の
生

活〈
食
事
・
排
せ
つ
・
着
替
え
〉に
何
ら
か

の
介
助
が
必
要
。
座
位
は
保
持
出
来
る

が
、
日
中
も
ベ
ッ
ド
上
で
の
生
活
が
大
半

で
あ
る
等
）

◎
寝
た
き
り
高
齢
者
＝
６
か
月
程
度
以
上

臥
床（
が
し
ょ
う
）し
、
食
事
・
排
便
等
の

日
常
生
活
に
支
障
の
あ
る
状
態（
一
日
中

ベ
ッ
ド
上
で
の
生
活
。
食
事
・
排
せ
つ
・

着
替
え
す
べ
て
に
お
い
て
介
助
が
必
要
）

■
控
除
額

◎
所
得
税
＝
４０
万
円
◎
住
民
税
＝
３０
万
円

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費
生

活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　
談

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

7

記号の説明 時＝日時  所＝場所  対＝対象  定＝定員  抽＝締め切り後抽選  先＝先着で受け付け  内＝内容  講＝講師  ￥＝参加費・受講料   
持＝持ち物  他＝その他  申＝申込方法  問＝問い合わせ先  ※次の場合は記載していません （対だれでも 定なし ￥無料 申不要）

6

mailto:papamama-start@city.uji.kyoto.jp


あ
ん
か
け
、
白
菜
の
柚
子
香
和
え
、
ア
ッ
プ
ル

パ
イ 

他
）　
講
若
葉
の
会
の
皆
さ
ん　
他
保
育

あ
り（
定
3
人
。
要
申
込
）

③
血
圧
を
上
げ
な
い
適
塩
食
講
座

　
高
血
圧
と
食
生
活
と
の
関

係
を
知
り
、
血
圧
を
管
理
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま

す
。
減
塩
食
の
試
食
と
み
そ

汁（
塩
分
0
・
6
％
と
0
・

8
％
）の
飲
み
比
べ
も
あ
り

ま
す
。
血
管
を
守
る
た
め

に
、
毎
日
の
食
生
活
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
時
1
月
22
日（
火
）午
後
1
時
半
～

3
時
半　
所
う
じ
安
心
館　
対
６５
歳
以
上
の
市

民　
定
抽
20
人　

④
こ
れ
な
ら
出
来
る
筋
ト
レ
講
座

　
骨
や
筋
肉
等
の
体
を
動
か
す
機
能
を
保
つ
た

め
に
効
果
的
な
運
動
を
行
い
ま
す
。　
時
1
月

29
日（
火
）午
後
1
時
45
分
～
4
時　
所
小
倉
公

民
館　
対
医
師
か
ら
運
動
制
限
の
指
示
を
受
け

て
い
な
い
６５
歳
以
上
の
市
民　
定
抽
25
人

文
教
短
大
生
考
案 

ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
チ

　
京
都
文
教
短
期
大
学
の
学
生
が
考
案
し
た
、

山
城
産
の
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
塩
分
控
え

め
の
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
を
販
売
し
ま
す
。　
時

12
月
20
日（
木
）午
前
11
時
半
～
午
後
1
時
45
分

（
無
く
な
り
次
第
終
了
）　
所
市
役
所
８
階
食
堂　
　

問
健
康
生
き
が
い
課

在
宅
高
齢
者
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

事
業（
第
2
回
交
流
会
企
画
）

　
在
宅
で
要
介
護
者
を
介
護
し
て
い
る
方
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
と
お
互
い
の
交
流
を
深
め
ま
す
。　

時
1
月
30
日（
水
）午
後
1
時
～
3
時　
所
京
都

文
教
大
学（
槇
島
町
千
足
）　
対「
要
介
護
２
以

上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
６５
歳
以
上
の
市
民
」

を
家
庭
で
介
護
し
て
い
る
市
民（
第
1
回
交
流

会
企
画
に
参
加
し
て
い
な
い
人
）　
定
抽
50
人

（
介
護
を
要
す
る
人
の
同
伴
可
。
介
護
を
要
す

る
人
の
み
の
参
加
不
可
）　
内
癒
し
の
音
楽
鑑

賞
、
介
護
に
関
す
る
ミ
ニ
講
演
、
参
加
者
同
士

の
交
流
会　
他
送
迎
バ
ス
あ
り（
詳
細
は
申
込

先
へ
）　
申
総
合
福
祉
会
館
・
健
康
生
き
が
い

課
・
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
所
定

の
申
込
書
を
、
12
月
17
日（
月
）～
1
月
21
日（
月
）

（
必
着
）に
、
郵
送
・
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
か
社
会

福
祉
協
議
会
窓
口（
〒
611
・
0
0
2
1
宇
治
琵
琶

45　

22
・
5
6
5
0　
FAX
22
・
5
6
5
4
）へ
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
公
社

問
同
公
社（

28
・
3
1
5
0　

FAX
28
・

3
1
9
0
）

●●
介
護
予
防
事
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

聞
こ
え
に
く
い
方
へ
の
サ
ポ
ー
ト
～
高
齢

者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
～

　
介
護
予
防
に
関
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
よ
う
と
思
っ
て
い
る
人
を

対
象
と
し
た
、
年
を
重
ね
て
聞
こ
え
に
く
さ
を

感
じ
る
方
の
サ
ポ
ー
ト
方
法
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
役

立
て
る
研
修
で
す
。
体
操
体
験
も
あ
り
ま
す
の

で
、
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。　
時
1
月
31
日（
木
）午
後
2
時
～
4
時　

所
う
じ
安
心
館　
定
先
80
人　
講
中
島
あ
い
子

さ
ん（
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
そ
ら
」） 

他　
申
12
月
16
日（
日
）～
1
月
30
日（
水
）に
、

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
、
同
公
社
へ
。

●●
青
春
歌
声
広
場

時
1
月
12
日（
土
）午
後
1
時
半
～
3
時
半　
所

西
小
倉
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　
対
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
５０
歳
以
上
の
人　
定
80
人　
内

生
バ
ン
ド
に
よ
る
伴
奏　
￥
２００
円　
持
飲
み
物

●●
こ
だ
わ
り 

料
理
教
室

時
12
月
21
日（
金
）午
前
10
時
～
午
後
2
時　
所

東
宇
治
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　
対
５０
歳
以
上
の

人　
定
先
20
人　
内
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
と
フ
ラ

イ
ド
チ
キ
ン 

他　
講
力
石
さ
ち
さ
ん（
料
理
研

究
家
）　
￥
市
内
在
住
２
5
0
0
円
、
市
外
在

住
3
千
円　
持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
筆
記

具
、
持
ち
帰
り
用
の
タ
ッ
パ
ー　
申
12
月
17
日

（
月
）～
19
日（
水
）に
、
電
話
で
、
同
公
社
へ
。

生
涯
学
習・ス
ポ
ー
ツ

書
き
初
め
教
室

～
書
き
初
め
上
手
に
書
け
る
か
な
～

時
12
月
25
日（
火
）午
前
10
時
～
正
午　
所
小
倉

公
民
館　
対
市
内
在
住
の
小
・
中
学
生（
保
護

者
同
伴
可
）　
講
同
館
書
道
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ

ん　
持
書
道
用
具（
筆
、
す
ず
り
、
墨
、
半
紙
、

文
鎮
、
下
敷
き
等
）、
飲
み
物　
問
同
館（

３９
・
９２７４



）

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
611
・
0
0
2
1
宇
治
琵
琶
45
‐
14

39
・
9
5
0
0
FAX
39
・
9
5
0
1

shogaigakushu@
city.uji.kyoto.jp

宇
治
ま
な
び
ん
ぐ
２
０
１
９

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
「
宇
治
ま
な
び
ん
ぐ
」は
生

涯
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る

皆
さ
ん
の
発
表
と
交
流
の
場
、
ま
た
、
こ
れ
か

ら
何
か
を
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
の
き
っ

か
け
づ
く
り
の
場
と
し
て
、
今
年
も「
つ
な
が

れ 

ひ
ろ
が
れ 

ま
な
び
の 

わ
・
輪
・
和
」を

テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。
当
日
の
運
営（
会
場

整
理
、
出
展
コ
ー
ナ
ー
補
助
等
）を
お
手
伝
い

し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。　
時
２
月
１６
日（
土
）・
１７
日（
日
）、
午
前

９
時
半
～
午
後
３
時
半（
半
日
や
数
時
間
単
位

の
参
加
も
可
）　
所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
申

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
参
加
可
能
日
時

を
、
１
月
３１
日（
木
）ま
で
に
、
電
話
・
フ
ァ
ク

ス
・
E
メ
ー
ル
か
同
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
。

安
全
・
安
心

無
火
災
で
過
ご
そ
う　
年
末
年
始

　
１２
月
２０
日
～
１
月
１０
日
に

年
末
年
始
の
火
災
予
防
運
動

を
実
施
し
ま
す
。

　
お
出
か
け
前
・
お
や
す
み

前
に
は
火
の
元
の
点
検
を
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
・
点
検
し
ま
し
ょ
う
。
本

体
の
交
換
は
、
１０
年
が
目
安
で
す
。　
問
予
防

課（

39
・
９４０２



）

冬
の
浴
室
事
故
に
ご
注
意
！

　
寒
い
時
期
は
脱
衣
所
や
浴
室
と
、
浴
槽
の
湯

の
温
度
差
に
体
が
順
応
出
来
ず
、
意
識
を
失
い

お
ぼ
れ
て
し
ま
う
事
故
が
多
発
し
ま
す
。
高
齢

者
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
周
り
の
人
も
一
緒
に

安
全
点
検
し
、
必
要
な
工
夫
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。　
問
警
防
救
急
課（

39
・
９
４
０
3
）

◎
脱
衣
所
や
浴
室
を
温
め
て
か
ら
入
り
ま
し
ょ
う

◎
シ
ャ
ワ
ー
の
温
度
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

◎
家
族
に
声
を
か
け
て
か
ら
入
浴
し
ま
し
ょ
う

◎
入
浴
前
後
に
十
分
な
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う

◎
入
浴
直
前
直
後
の
薬
の
服
用
は
避
け
ま
し
ょ
う

◎�

浴
槽
は
、
ま
た
ぎ
や
す
く
底
は
滑
ら
な
い
工

夫
を
し
ま
し
ょ
う

◎
飲
酒
後
の
入
浴
は
避
け
ま
し
ょ
う

人
権
・
平
和

女
性
の
た
め
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

支
援
セ
ミ
ナ
ー

「
話
し
合
い
の
力
」ＵＰ
で
人
間
関
係
力
ＵＰ
！

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
聴
く
力
・
伝

え
る
力
を
高
め
、
話
し
合
い
を
活
性
化
し
、
成

果
を
生
み
出
す
話
し
合
い
の
仕
方
を
身
に
付
け

る
全
3
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。　
時
1
月
26
日

（
土
）、
2
月
2
日（
土
）・
16
日（
土
）午
後
1
時

半
～
3
時
半　
所
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン

タ
ー　
対
女
性　
定
抽
20
人　
講
森
野
和
子
さ

ん（
㈱
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
・
ア
ソ
シ

エ
イ
ツ
代
表
取
締
役
）　
他
保
育
あ
り　
申
講

座
名
・
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
、
保
育
希
望

者
は
子
の
名
前
・
年
齢
を
、
12
月
15
日（
土
）～

1
月
16
日（
水
）（
必
着
）に
、
郵
送
・
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
か
同
セ
ン
タ
ー
窓
口

（
〒
611
・
0
0
2
1
宇
治
里
尻
5
‐
9 

ゆ
め

り
あ 

う
じ
内　

39
・

9
3
7
7　

FAX
39
・
9
3
7

8　

danjokyoudou@
city.uji.kyoto.jp

）へ
。

は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
電
源
の
入
れ
方
や
キ
ー
ボ
ー
ド
操
作
等
か
ら

ワ
ー
ド（
文
書
作
成
ソ
フ
ト
）や
エ
ク
セ
ル（
表

計
算
ソ
フ
ト
）の
基
礎
ま
で
、
一
か
ら
丁
寧
に

学
び
ま
す
。　
時
①
1
月
28
日
～
2
月
25
日
の

月
曜
日
、
午
後
6
時
～
8
時（
2
月
11
日
を
除

く
）②
1
月
31
日
～
2
月
21
日
の
木
曜
日
、
午

後
2
時
～
4
時　
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
こ

は
た
館　
対
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
で
原
則

１
コ
ー
ス（
全
4
回
）参
加
可
能
な
人　
定
抽
各

12
人　
講
湯
上
裕
之
さ
ん（
N
P
O
法
人
ま
ち

づ
く
り
ね
っ
と
・
う
じ
理
事
）　
持
ワ
ー
ド
・

エ
ク
セ
ル
2
0
1
0
以
降
が
搭
載
さ
れ
て
い

る
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン（
持
込
可
能
者
の
み
）　
申

講
座
名
・
氏
名
・
住
所
・
電
話（
フ
ァ
ク
ス
）番

号
・
希
望
コ
ー
ス（
①
か
②
、
第
2
希
望
ま
で

申
込
可
）・
パ
ソ
コ
ン
持
ち
込
み
の
可
否
を
、

1
月
11
日（
金
）ま
で（
必
着
）に
、
郵
送
・
フ
ァ

ク
ス
・
E
メ
ー
ル
か
同
館
窓
口（
〒
611
・

0
0
0
2
宇
治
市
木
幡
河
原
3
‐
12　

39
・
9
1
9
9　

FAX

39
・
9
2
0
0　

jinkenkeihatsu@
city.uji.kyoto.jp

）へ
。

文
化
・
芸
術
・
歴
史

市
民
交
流
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

m
erry × m

erry　
ク
リ
ス
マ
スw

ith　

宇
治
市
少
年
少
女
合
唱
団

時
12
月
25
日（
火
）午
後
0
時
15
分
～　
所
市
役

所
1
階
市
民
交
流
ロ
ビ
ー　
《
出
演
》宇
治
市
少

年
少
女
合
唱
団　
《
曲
目
》歌
で
綴
る
物
語『
あ

ら
し
の
よ
る
に
』か
ら 

／ 

サ
ン
タ
が
街
に

や
っ
て
く
る 

他　
問
文
化
自
治
振
興
課
文
化

係

文
化
セ
ン
タ
ー

〒
611
・
0
0
2
3
折
居
台
1
‐
1

39
・
9
3
3
3
FAX
39
・
9
3
3
9

　

い
ず
れ
も
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（
HP http://ujibunka.or.jp/

）で

確
認
出
来
ま
す
。

新
春
宇
治
シ
ネ
マ
劇
場「
嘘
八
百
」

時
1
月
12
日（
土
）◎
午

前
10
時
半
～（
開
場
は

午
前
10
時
）◎
午
後
2

時
～（
開
場
は
午
後
1

時
半
）　

￥
◎
前
売
券

＝
800
円
◎
当
日
券
＝
千

円（
全
席
自
由
）

《
チ
ケ
ッ
ト
は
次
の
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
発
売
中
》

文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
観
光
セ
ン
タ
ー
、
市
観
光

案
内
所（
J
R
宇
治
駅
前
・
近
鉄
大
久
保
駅
構

内
）、
市
内
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
ア

ル
・
プ
ラ
ザ
宇
治
東
、
ケ
イ
・
ネ
ッ
ト
平
和
堂

京
田
辺
店

※
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
購
入

出
来
ま
す
。

京
都
府
警
察
音
楽
隊「
宇
治
に
響
け
！

プ
レ
ミ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
９
」

　

同
音
楽
隊
・
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
に
よ
る
演

奏
・
演
技
や
、
市
内
の
中
学
校
吹
奏
楽
部
選
抜

メ
ン
バ
ー
と
の
合
同
演
奏
等
を
行
い
ま
す
。　

時
2
月
3
日（
日
）午
後
2
時
～
4
時（
開
場
は

午
後
1
時
）　
所
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル　 ©2018「嘘八百」製作委員会

健
康
生
き
が
い
課
の
無
料
講
座

申
講
座
名
・
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
生
年

月
日
・
年
齢
、
①
・
②
は
希
望
会
場
、
②
で
保

育
希
望
者
は
子
の
名
前
・
年
齢
を
、
12
月
17
日

（
月
）～
27
日（
木
）（
必
着
）に
、
郵
送
・
E

メ
ー
ル
か
同
課
窓
口（

oubo-kenkou@
city.uji.kyoto.jp

）へ
。

①�

体
の
中
か
ら
あ
っ
た
ま
ろ 
♡

す
っ
き
りBody

講
座

　
ご
ち
そ
う
続
き
の
季
節
が
落
ち
着
い
た
頃
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
公
民

館
か
ら
約
40
分
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
出
掛
け
ま

す
。
脂
肪
燃
焼
に
効
果
的
な
歩
き
方
や
理
想
的

な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
も
紹
介

し
ま
す
。　
時
◎
1
月
30

日（
水
）＝
小
倉
公
民
館
◎

1
月
31
日（
木
）＝
木
幡
公

民
館
。
い
ず
れ
も
午
後
1

時
半
～
4
時　
対
医
師
か

ら
運
動
制
限
の
指
示
を
受

け
て
い
な
い
２０
～
６４
歳
の

市
民　
定
抽
20
人

②�

食
育
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
・
冬
編

～
広
げ
よ
う
健
康
づ
く
り
の
輪
～

　
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
旬
の
食
材
を
使
っ
た

料
理
教
室
で
す
。
こ
の
講
座
は
前
述
の
申
込
方

法
の
他
、
12
月
26
日（
水
）ま
で
木
幡
公
民
館
窓

口
で
も
取
り
次
ぎ
出
来
ま
す
。　
時
所
◎
1
月

24
日（
木
）＝
木
幡
公
民
館
◎
1
月
28
日（
月
）＝

う
じ
安
心
館
。
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
1

時（
受
け
付
け
は
午
前
9
時
45
分
～
）　
対
20
歳

以
上
の
市
民（
今
年
度
初
参
加
者
を
優
先
）　
定

抽
各
16
人　
内
健
康
講
話
、
調
理
実
習（
鶏
の

照
り
焼
き
あ
ん
ず
風
味
、
え
び
と
高
野
豆
腐
の

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費
生

活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　
談

健
康・福
祉

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史
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源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

〒
611
・
0
0
2
1
宇
治
東
内
45
‐
26

39
・
9
3
0
0
FAX
39
・
9
3
0
1

申（
①
と
②
の
み
必
要
）往
復
は
が
き
に
講
座

名
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
住
所
・
電
話
番
号
を

書
き
、
各
申
込
期
限
ま
で（
必
着
）に
、
同

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
。
１
枚
の
は
が
き
に
つ
き
１

講
座
か
つ
１
人
ま
で（
持
参
の
場
合
は
、
返
信

用
は
が
き
だ
け
で
可
）。

①�

開
館
20
周
年
記
念

宇
治
を
謡
う
源
氏
を
舞
う

　
『
平
家
物
語
』か
ら
取
材
し
た
能《
頼
政
》を
取

り
上
げ
ま
す
。「
一
曲
全
て
を
所
作
や
囃
子
を

伴
わ
ず
、
着
座
し
、
謡
の
み
で
上
演
す
る『
素

謡（
す
う
た
い
）』」や「
見
せ
場
を
舞
う『
仕
舞

（
し
ま
い
）』」、
解
説
を
交
え
な
が
ら
、
言
葉
の

美
し
さ
や『
源
氏
物
語
』の
広
が
り
、
そ
し
て
宇

治
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。　
時
1
月
27
日

（
日
）午
後
1
時
半
～
3
時
半（
受
け
付
け
は
午

後
1
時
～
）　
定
抽
100
人　
講
河
村
晴
道
さ
ん
、

味
方
團
さ
ん
、
田
茂
井
廣
道
さ
ん
、
河
村
浩
太

郎
さ
ん
、
樹
下
千
慧
さ
ん（
能
楽
観
世
流
シ
テ

方
）　
￥
500
円　
申
1
月
14
日（
祝
）ま
で

②�

連
続
講
座 

光
源
氏
に
迫
る

―
栄
華
、
憂
い
、
そ
し
て
愛
―
⑦ 

頭
中
将
の
実
像

　
『
源
氏
物
語
』の
登
場
人
物
に
は
、「
左
大
臣
」

「
頭
中
将
」な
ど
官
職
を
そ
の
ま
ま
名
前
に
使
っ

て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
平
安
貴
族
の
仕
事

に
つ
い
て
、
特
に
頭
中
将
の
役
割
を
中
心
に
お

話
し
し
ま
す
。　
時
1
月
17
日（
木
）午
後
2
時

～
3
時
半（
受
け
付
け
は
午
後
1
時
半
～
） 

定

抽
80
人　
講
井
上
幸
治
さ
ん（
佛
教
大
学
非
常

勤
講
師
）　
￥
500
円　
申
12
月
27
日（
木
）ま
で

③�

キ
ッ
ズ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
申
込
不
要
）

　
情
報（
無
料
）ゾ
ー
ン
の
講
座
室
で
、
キ
ッ
ズ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。　
時
内
左

表
の
と
お
り　
対
幼
児
～（
保
護
者
同
伴
可
）

とき 内容

12月16日（日）
午前10時～
午後3時

ドットあつまる！たかくつもう！
スポンジを高く積んで、自分だ
けのツリーを作ります。

1月20日（日）
午前10時～
午後3時

ドットあつまる！きにするな！
紙やスポンジ、 ひも等を自由に
使って、 自分だけのコースター
を作ります。

2月17日（日）
午前10時～
午後3時

ドットあつまる！くもにしよう！
空から見た宇治のまちに紙を
貼って、 一つの大きな絵にしま
す。

④�

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
ド
ッ
ト
あ
つ

ま
る
！ 

き
に
し
よ
う
！
」

（
申
込
不
要
）

　
情
報（
無
料
）ゾ
ー
ン
の
回
廊
ガ
ラ
ス
面
に
、

参
加
者
が
ド
ッ
ト（
紙
片
）を
貼
り
、
樹
の
絵
を

作
り
ま
す
。
誰
で
も
参
加
出
来
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
す
。　
時
12
月
22
日（
土
）～
1
月

27
日（
日
）の
開
館
時
間　
他《
期
間
中
の
休
館

日
》12
月
25
日（
火
）・
28
日（
金
）～
31
日（
月
）、

1
月
1
日（
祝
）・
7
日（
月
）・
15
日（
火
）・
21

日（
月
）

図
書
館

中
央
図
書
館
　
〒
611
・
0
0
2
3
折
居
台
1
‐
1

　
　
　
　

  

39
・
9
2
5
6
FAX
39
・
9
2
5
7

図
書
館
お
す
す
め
の
本

　
人
の
感
情
を
読
み
取
る
の
が
苦
手
な
小

学
６
年
生
の
か
え
で
は
、
女
子
の
リ
ー

ダ
ー
的
存
在
の
美
咲
か
ら「
火
星
人
」と
言

わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
美
咲
も
ま
た
、
不

安
が
蓄
積
す
る
と
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な
る

悩
み
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　
自
分
は
皆
と
違
う
と
思
い
、
生
き
辛
さ

を
感
じ
て
い
る
４
人
の
子
ど
も
た
ち
が
、

か
え
で
と
関
わ
る
う
ち
に
個
性
を
前
向
き

に
捉
え
て
い
き
ま
す
。
生
き
る
楽
し
さ
や

人
と
の
関
わ
り
方
を
見
い
だ
す
中
で
、
か

え
で
自
身
も
成

長
し
て
い
く
姿

に
元
気
が
も
ら

え
る
一
冊
で
す
。

「
と
な
り
の
火
星
人
」

 

工
藤
純
子　
著　
　

 

講
談
社

お
は
な
し
会

時
所
◎
1
月
6
日（
日
）＝
中
央
図
書
館
◎
1
月

9
日（
水
）＝
東
宇
治
図
書
館
◎
1
月
16
日（
水
）

＝
西
宇
治
図
書
館
。
い
ず
れ
も
午
後
３
時
半
～

４
時　
対
幼
児
～　
内
手
あ
そ
び
、
読
み
聞
か

せ
、
紙
芝
居
等

お
は
な
し
の
へ
や

時
所
◎
1
月
5
日（
土
）午
後
３
時
半
～
４
時
＝

西
宇
治
図
書
館
◎
1
月
19
日（
土
）午
後
３
時
半

～
４
時
＝
中
央
図
書
館
◎
1
月
26
日（
土
）午
前

11
時
～
11
時
半
＝
東
宇
治
図
書
館　
内「
お
は

な
し
た
ま
て
ば
こ
」の
皆
さ
ん
に
よ
る
素
話

1
月
の
休
館
日

1
日（
祝
）～
4
日（
金
）・
7
日（
月
）・
15
日

（
火
）・
21
日（
月
）・
24
日（
木
）・
28
日（
月
）

東
宇
治
図
書
館

問
同
館（

３９
・
９１８２



）

●●
赤
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会 

0
・
1
・
2

　
今
回
の
テ
ー
マ
は「
ご
あ
い
さ
つ
の
絵
本
」で

す
。　
時
1
月
16
日（
水
）午
前
10
時
半
～
11
時　

所
東
宇
治
図
書
館　
対
０
～
２
歳
児
と
保
護
者　

内
手
あ
そ
び
・
わ
ら
べ
歌
・
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の

読
み
聞
か
せ 

等

産
業・消
費
生
活・求
人

会
社
説
明
会

　
参
加
企
業
や
職
種
等
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
出
来
ま
す
。　
時
1
月
17
日

（
木
）午
後
2
時
～
4
時　
所
産
業
会
館　
対
市

内
企
業
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
人　
問
商
工
観

光
課サ

ポ
ス
テ
京
都
南
・
就
活
セ
ミ
ナ
ー

＆
個
別
相
談
会

時
12
月
17
日（
月
）午
後
1
時
半
～
5
時　
所
産

業
会
館　
対
15
～
39
歳
の
人
で
仕
事
に
つ
い
て

い
な
い
人（
学
生
を
除
く
）ま
た
は
そ
の
家
族　

内
①「
就
活
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
講
座（
午
後
1
時

半
～
2
時
45
分
）」（
定
10
人
）②「
職
業
適
性
診

断
と
個
別
相
談
」（
午
後
3
時
～
5
時
の
間
で
、

１
人
30
分
程
度
）　
問
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
京
都
南（

５４
・
５３８０



）

城
南
勤
労
者
福
祉
会
館

対
府
内
在
住
・
在
勤
の
人　
申
各
受
付
開
始
日

以
降
に
受
講
料
を
添
え
、
同
館
窓
口（

46
・

0
6
8
8
）へ
。

●●
親
子
体
操
教
室

時
1
月
15
日
～
2
月
5
日
の
火
曜
日
、
午
前
10

時
～
11
時
半（
4
回
）　
定
15
組　
￥
1
組
2
千

円　
申
12
月
15
日（
土
）～

●●
レ
ッ
ツ
・
ク
ッ
ク
教
室

時
1
月
17
日（
木
）午
後
1
時
半
～
4
時
半　
定

男
性
16
人　
￥
1
5
0
0
円　
申
12
月
17
日

（
月
）～

●●
世
界
の
料
理
教
室　
バ
レ
ン
タ
イ
ン
お

菓
子
教
室

時
2
月
2
日（
土
）午
後
1
時
半
～
4
時　
定
20

人　
￥
900
円　
申
1
月
5
日（
土
）～

城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

対
府
内
在
住
・
在
勤
の
人　
申
各
受
付
開
始
日

以
降
に
受
講
料
を
添
え
、
同
セ
ン
タ
ー
窓
口

（

46
・
0
6
8
8
）へ
。

●●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
入
門

時
1
月
31
日
～
2
月
21
日
の
月
・
木
曜
日
、
午

後
6
時
半
～
9
時（
休
講
日
あ
り
、
6
回
）　
定

20
人　
￥
1
万
5
千
円　
申
12
月
23
日（
祝
）～

●●
は
じ
め
て
の
ワ
ー
ド（
入
門
）

時
2
月
2
日
～
23
日
の
土
・
日
曜
日
、
午
前
9

時
半
～
午
後
3
時
半（
休
講
日
あ
り
、
6
回
）　

定
20
人　
￥
1
万
5
千
円　
申
12
月
25
日（
火
）

～

定
1
3
0
0
人　
他
要
整
理
券
。
12
月
20
日

（
木
）か
ら
、
宇
治
警
察
署

及
び
管
内
の
交
番
、
文
化

セ
ン
タ
ー
、
府
警
察
広
報

セ
ン
タ
ー（
京
都
市
上
京

区
）他
で
配
布
し
ま
す
。　

問
文
化
セ
ン
タ
ー（
休
館

日
は
同
音
楽
隊〈

０７５
・

６４２
・
５９７２



〉）

歴
史
資
料
館

〒
611
・
0
0
2
3
折
居
台
1
‐
1

39
・
9
2
6
0
FAX
39
・
9
2
6
1

企
画
展「
ち
ょ
っ
と
昔
の
街
と
暮
ら

し
‐
再
現
昭
和
の
茶
の
間
‐
」

　
テ
レ
ビ
や
洗
濯
機
な
ど
、
家
電
製
品
が
よ
う

や
く
普
及
し
は
じ
め
た
、
昭
和
30
年
代
。
茶
の

間
な
ど
家
庭
の
様
子
を
再

現
し
、
当
時
の
暮
ら
し
ぶ

り
を
紹
介
し
ま
す
。　
時

2
月
3
日（
日
）ま
で　
他

《
期
間
中
の
休
館
日
》月
曜

日
、
祝
日
、
12
月
28
日

（
金
）～
1
月
3
日（
木
）

古
文
書
講
習
会

「
く
ず
し
字
い
ろ
い
ろ
」

　
源
氏
物
語
の
和
歌
や
証
文
な
ど
江
戸
時
代
の

様
々
な
く
ず
し
字
を
学
び
ま
す
。　
時
1
月
23

日（
水
）・
24
日（
木
）・
29
日（
火
）・
31
日（
木
）

午
後
2
時
～
3
時
半　
所
中
央
公
民
館　
定
先

各
40
人　
￥
400
円　
申
12
月
18
日（
火
）か
ら
、

歴
史
資
料
館
へ
。

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費
生

活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　
談

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費
生

活・求
人
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介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
従
事
し
て
い
な
い
◎
会

議
、
研
修
に
参
加
が
可
能　
《
委
嘱
期
間
》2
年

間（
再
任
可
）　
《
報
償
》訪
問
1
時
間
あ
た
り

1
5
0
0
円（
所
得
税
込
）。
1
回
の
訪
問
は

2
時
間
ま
で
。
指
定
の
相
談
記
録
を
提
出
し
た

場
合
に
支
給（
交
通
費
は
有
料
道
路
利
用
料
の

み
支
給
）。
会
議
へ
の
参
加
は
対
象
外　
《
募
集

人
数
》若
干
名　
申
申
込
書
に
市
販
の
履
歴
書

（
要
顔
写
真
。
６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も

の
）・
作
文（
800
字
程
度
。
テ
ー
マ
は「
認
知
症

の
人
と
関
わ
る
上
で
心
が
け
て
い
る（
た
い
）こ

と
」）を
添
え
、
12
月
17
日（
月
）～
28
日（
金
）

（
必
着
）に
、
郵
送
か
介
護
保
険
課
窓
口
へ
。
後

日
、
面
接
を
行
い
ま
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
公
社　
正
規
職
員
募
集

①
相
談
・
介
護
系
専
門
職
員

《
資
格
》保
健
師
、
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
社

会
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
の
い
ず
れ
か
の

資
格（
取
得
見
込
可
）、
か
つ
普
通
自
動
車
運
転

免
許
を
持
つ
60
歳
未
満
の
人　
《
報
酬（
月
額
）》

19
万
円
～（
他
手
当
あ
り
）　
《
選
考
日
》1
月
19

日（
土
）　
《
採
用
日
》31
年
4
月
1
日　
《
勤
務

地
》中
宇
治
、
西
小
倉
、
東
宇
治
、
広
野
事
業

所
の
い
ず
れ
か

②
一
般
事
務
職
員

《
資
格
》高
校
卒
業
以
上
で
、
経
理
・
総
務
等
の

事
務
経
験
が
3
年
以
上
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
で
エ

ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
が
出
来
、
か
つ
普
通
自
動
車

運
転
免
許
を
持
つ
60
歳
未
満
の
人　
《
報
酬（
月

額
）》17
万
円
～（
他
手
当
あ
り
）　
《
選
考
日
》1

月
19
日（
土
）　
《
採
用
日
》31
年
4
月
1
日　

《
勤
務
地
》中
宇
治
事
業
所

申
応
募
書
類
を
、
郵
送
か
同
公
社
窓
口

（
〒
611
・
００２１



宇
治
琵
琶
１
‐
３　

28
・
３１５０


)

へ
。
詳
し
く
は
同
公
社
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（
HPhttp://w

w
w
.poppo.

or.jp

）で
確
認
出
来
ま
す
。

催
　
し

大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー

問
同
セ
ン
タ
ー（

39
・
9
2
8
1
）

●●
ク
リ
ス
マ
ス
お
楽
し
み
会

時
12
月
21
日（
金
）午
後
2
時
～
4
時
半　
対
幼

児
～　
内
音
楽
ク
ラ
ブ
の
発
表
、
ジ
ャ
グ
リ
ン

グ
シ
ョ
ー
、
ガ
ラ
ス
の
ミ
ニ
リ
ー
ス
作
り

●●
あ
そ
び
の
広
場

時
1
月
12
日（
土
）午
前
10
時
半
～
正
午　
対

小
・
中
学
生　
内
将
棋　
講
吉
田
三
郎
さ
ん

（
日
本
将
棋
連
盟
京
都
支
部
連
合
会
役
員
）

槇
島
コ
ミ
セ
ン

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　
か
た
つ
む
り
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
京
都
黒
笛
音

楽
隊
、
お
ふ
く
ろ
隊
、
コ
コ
・
サ
ク
ソ
フ
ォ

ン
・
カ
ル
テ
ッ
ト
に
よ
る
演
奏
や
お
楽
し
み
抽

選
会
も
あ
り
ま
す
。　
時
12
月
23
日（
祝
）午
後

1
時
～
3
時　
所
槇
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー　
問
同
セ
ン
タ
ー（

39
・
9
1
8
9
）

植
物
公
園

〒
611
・
0
0
3
1
広
野
町
八
軒
屋
谷
25
‐
1

39
・
9
3
8
7
FAX
39
・
9
3
8
8

　

い
ず
れ
も
詳
し
く
は
同
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
HPhttp://w

w
w
.uji-citypark.jp/

botanical/

）で
確
認
出
来
ま
す
。
展
示
会
に

は
入
園
料
が
必
要
で
す
。
毎
週
土
曜
日
は
市
内

の
小
・
中
学
生
の
入
園
は
無
料
で
す
。

展
示
会

「
前
田
壽
枝
子
作
品
展
・
押
花
展
」

　
生
花
と
は
趣
の
異
な
る
多
様
な
美
し
さ
が
魅

力
の
前
田
壽
枝
子
さ
ん
の
作
品
の
他
、
一
般
公

募
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。　
時
1
月
9
日

（
水
）～
20
日（
日
）

1
月
・
2
月
の
講
習
会

申
開
催
日
の
１
カ
月
前
か
ら
、
電
話
か
同
園
窓

口
へ
。

●●
ガ
ー
デ
ン
デ
ザ
イ
ン
～
シ
ュ
ラ
ブ（
低

木
）と
ペ
レ
ニ
ア
ル（
宿
根
草
）の
ロ
ー
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
ガ
ー
デ
ン
～

　
扱
い
や
す
い
植
物
を
中
心
に
、
様
々
な
シ
ー

ン
を
彩
る
事
例
や
ア
イ
デ
ア
を
紹
介
し
ま
す
。　

時
1
月
25
日（
金
）午
後
1
時
半
～
3
時　
定
先

30
人

●●
バ
ラ
の
育
て
方
②

　
冬
剪
定
の
方
法
や
、
鉢
の
植
え
替
え
等
の
講

義
を
行
い
ま
す
。　
時
2
月
9
日（
土
）午
後
1

時
半
～
3
時
半　
定
先
30
人

見
頃
の
植
物

《
園
内
》ビ
オ
ラ
、
ハ
ボ
タ
ン
、
ロ
ウ
バ
イ
、
カ

ン
ツ
バ
キ
、
寒
桜
類　
《
温
室
》洋
ラ
ン
類
、
カ

リ
ア
ン
ド
ラ
、
ト
ッ
ク
リ
キ
ワ
タ
、
サ
ン
ジ
ャ

ク
バ
ナ
ナア

ク
ト
パ
ル
宇
治

〒
601
・
1
3
9
2
西
笠
取
辻
出
川
西
1

075
・
575
・
3
5
0
1
FAX
075
・
575
・
3
5
1
1

　
い
ず
れ
も
詳
し
く
は
ア
ク
ト
パ
ル
宇
治
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（
HPhttp://w

w
w
.actpal-uji.

com
/

）で
確
認
出
来
ま
す
。

申
催
し
名
、
代
表
者
の
住
所
・
電
話
番
号
、
参

加
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
、
②
は
希
望
日
を
、

各
申
込
期
限（
い
ず
れ
も
消
印
有
効
）ま
で
に
、

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用

フ
ォ
ー
ム
で
ア
ク
ト
パ
ル
宇
治
へ
。
当
選
者
の

み
通
知（
当
選
に
関
わ
ら
ず
通
知
を
希
望
す
る

場
合
は
、
往
復
は
が
き
で
の
申
し
込
み
が
必

要
）。

①
星
空
オ
ー
プ
ン
デ
ー「
部
分
日
食
を
み

よ
う
！
」【
申
込
不
要
】

　
約
3
年
振
り
に
起
こ
る
部
分
日
食
の
観
察
を

楽
し
み
ま
す
。　
時
1
月
6
日（
日
）午
前
9
時

～
11
時
半（
受
付
は
午
前
11
時
ま
で
）（
雨
天
中

止〈
電
話
で
確
認
可
〉）

②
手
打
ち
う
ど
ん
教
室

時
2
月
2
日（
土
）・
3
日（
日
）午
前
9
時
半
～

午
後
1
時　
定
抽
各
日
6
組　
講
山
下
正
勝
さ

ん　
￥
1
組
4
千
円　
持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き

ん
、
手
拭
き
タ
オ
ル
、
水
筒　
申
12
月
15
日

（
土
）～
1
月
10
日（
木
）

③
冬
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ

　
た
き
火
や
七
輪
を
囲
ん
で
、
寒
い
冬
な
ら
で

は
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま

す
。　
時
1
月
27
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後
2

時　
定
抽
10
組
40
人　
￥
1
組
3
千
円　
持
水

筒
、
軍
手
、
防
寒
具　
申
12
月
15
日（
土
）～
1

月
5
日（
土
）

④
冬
の
ぽ
か
ぽ
か
ハ
イ
キ
ン
グ

　
神
社
や
お
寺
を
巡
り
な
が
ら
笠
取
の
古
道
を

た
ど
っ
て
約
８
ｋ
ｍ
歩
き
ま
す
。
豚
汁
の
ふ
る

ま
い
や
シ
イ
タ
ケ
栽
培
の
見
学
・
試
食
も
あ
り

ま
す
。
ハ
イ
キ
ン
グ
後
は
お
風
呂
に
も
入
れ
ま

す
。　
時
1
月
13
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後
4

時　
定
抽
30
人　

￥
500
円（
タ
ク
シ
ー
送
迎

〈
J
R
宇
治
駅
〉を
希
望
す
る
人
は
別
途
要

1
2
0
0
円
）　

持
弁
当
・
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー

ト
・
雨
具
・
お
風
呂
の
用
意　
申
12
月
15
日

（
土
）～
24
日（
休
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　
大
会
後
大
浴
場
が
利
用
出
来

ま
す（
シ
ャ
ン
プ
ー
、
タ
オ
ル

は
持
参
）。　
時
1
月
5
日（
土
）

午
前
9
時
半
～
午
後
1
時
半　
定
先
70
人　
￥

700
円　
申
12
月
22
日（
土
）～
27
日（
木
）に
、
ア

ク
ト
パ
ル
宇
治（
予
約
専
用
電
話

075
・
575
・

3
5
3
5
）へ
。

住
ま
い・環
境・資
源

高
齢
者
等
の
住
み
替
え
相
談
会

　
賃
貸
住
宅
の
入
居
等
に
関
し
て
悩
み
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。　
時
1
月
15
日（
火
）午
後
1
時
～

5
時　
所
市
役
所
8
階
大
会
議
室　
対
高
齢
者

等
の
市
民
と
家
族　
定
抽
8
組（
１
組
45
分
、

予
約
制
）　
申
参
加
申
込
書
を
、
12
月
17
日

（
月
）～
1
月
8
日（
火
）（
必
着
）に
、
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
か
住
宅
課
窓
口（
FAX
21
・
0
4
1
0
）

へ
。相

　
談

●●
行
政
相
談

時
１
月
１７
日（
木
）午
後
１
時
～
４
時　
所
市
役

●●Pow
er Point2013

（
日
商
Ｐ
Ｃ
検
定

プ
レ
ゼ
ン
資
料
作
成
２
級
編
）

時
1
月
30
日
～
3
月
27
日
の
水
・
土
曜
日
、
午

後
7
時
～
9
時（
休
講
日
あ
り
、
15
回
）　
定
20

人　
￥
2
万
2
5
0
0
円（
別
途
要
教
材
費
）　

申
12
月
22
日（
土
）～

●●
日
商
簿
記
検
定
３
級
短
期
実
践
講
座

時
1
月
31
日
～
2
月
19
日
の
火
・
木
曜
日
、
午

後
6
時
半
～
9
時（
6
回
）　
定
20
人　
￥
1
万

1
千
円（
別
途
要
教
材
費
）　
申
12
月
23
日（
祝
）

～産
地
賞
受
賞
記
念
の
抹
茶
接
待

　
今
年
度
、
静
岡
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
茶
品

評
会
及
び
三
重
県
で
開
催
さ
れ
た
関
西
茶
品
評

会
に
お
い
て
、
本
市
は
て
ん
茶
の
部
で
産
地
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
受
賞
を
記
念
し
、
宇
治
市

茶
生
産
組
合
に
よ
る
抹
茶

の
接
待
を
行
い
ま
す
。　

時
12
月
20
日（
木
）午
前
11

時
半
～
午
後
1
時　

所
市

役
所
１
階
市
民
交
流
ロ

ビ
ー　
問
農
林
茶
業
課

介
護
相
談
員
を
募
集

《
活
動
内
容
》介
護
保
険
施
設
等
の
利
用
者
や
家

族
の
話
を
聞
き
、
不
安
や
不
満
・
疑
問
を
解
消

す
る
と
共
に
、
利
用
者
・
家
族
・
事
業
所
と
信

頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
的

な
向
上
を
図
る　
《
応
募
要
件
》次
の
全
て
に
該

当
す
る
人
◎
市
内
在
住
で
、
保
健
・
福
祉
・
医

療
等
に
つ
い
て
理
解
が
あ
り
、
か
つ
熱
意
が
あ

る
◎
月
3
回
程
度
の
活
動
が
可
能
◎
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所（
介
護
保
険
施
設
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
）ま
で
の
交
通
手
段
が
あ
る
◎
現
在
、

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費
生

活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　
談

相
　
談

住
ま
い・

環
境・資
源

産
業・消
費
生

活・求
人

産
業・消
費
生

活・求
人

産
業・消
費
生

活・求
人

催
し

13 12

記号の説明 時＝日時  所＝場所  対＝対象  定＝定員  抽＝締め切り後抽選  先＝先着で受け付け  内＝内容  講＝講師  ￥＝参加費・受講料   
持＝持ち物  他＝その他  申＝申込方法  問＝問い合わせ先  ※次の場合は記載していません （対だれでも 定なし ￥無料 申不要）

宇治市役所 22-3141（代表）　 FAX 20-8779　〒611-8501（宇治琵琶33）
■気象警報発表時などには、掲載している催しが急きょ中止になる場合があります。 ■各催しの会場への来場には、公共交通機関をご利用ください。

http://www.poppo.or.jp
http://www.uji-citypark.jp/botanical/
http://www.actpal-uji.com/


ポールストレッ
チと体幹バラン
スストレッチ

1/7 ～3/25の月（1/14、2/11除く）、12:30 ～
13:30。10回。先着15人（女性限定）。8000円。

ヨーガ 水 1/9 ～3/27の水、11:30 ～12:30。12回。先着
17人。9600円。

ヨーガ 金 1/11 ～3/29の金、15:30 ～16:30。12回。先着
17人。9600円。

楽しい初めてエ
アロ

1/10 ～3/28の木（3/21除く）、19:30 ～20:30。
11回。先着15人。8800円。

ハワイアンフラ 
月

1/7 ～3/25の月（1/14、2/11除く）、10:00 ～
11:00。10回。先着19人（女性限定）。8000円。

ハワイアンフラ 
木

1/10 ～3/28の木（3/21除く）、10:45 ～11:45。
11回。先着19人（女性限定）。8800円。

キックとパンチ
で目指せサイズ
ダウン

1/7 ～3/25の月（1/14、2/11除く）、19:30 ～
20:30。10回。先着17人。8000円。

ピラティス 月 1/7 ～3/25の月（1/14、2/11除く）、15:30 ～
16:30。10回。先着17人。8000円。

ピラティス 金 1/11 ～3/29の金、14:00 ～15:00。12回。先着
17人。9600円。

女性の為の体幹
バランストレー
ニング 月

1/7 ～3/25の月（1/14、2/11除く）、14:00 ～
15:00。10回。先着15人（女性限定）。8000円。

女性の為の体幹
バランストレー
ニング 水A

1/9 ～3/27の水、10:00 ～11:00。12回。先着
15人（女性限定）。9600円。

女性の為の体幹
バランストレー
ニング 水B

1/9 ～3/27の水、15:50 ～16:50。12回。先着
15人（女性限定）。9600円。

女性の為の体幹
バランストレー
ニング 金

1/11 ～3/22の金、10:00 ～11:00。11回。先着
15人（女性限定）。8800円。

西宇治体育館の教室
申12 月 18日（火）から同館（ 39-9253）へ。

アンチエイジン
グエクササイズ

1/11 ～3/29の金（3/15・22除く）、
10:00 ～11:00。10回。先着15人。
8000円。

申�12/21
（金）～

リラックスヨガ 
Ａ

1/8 ～3/12の火、12:10 ～13:10。
10回。先着18人（女性限定）。8000円。

申�12/18
（火）～

リラックスヨガ 
Ｂ

1/8 ～3/12の火、13:30 ～14:30。
10回。先着18人（女性限定）。8000円。

申�12/18
（火）～

リラックスヨガ 
Ｃ

1/10 ～3/14の木、10:00 ～11:00。
10回。先着18人（女性限定）。8000円。

申�12/20
（木）～

リラックスヨガ 
D

1/8 ～3/12の火、10:30 ～11:30。
10回。先着18人（女性限定）。8000円。

申�12/18
（火）～

ストレッチ＆エ
クササイズ Ａ

1/10 ～3/14の木、11:15 ～12:15。
10回。先着15人。5000円。

申�12/20
（木）～

ストレッチ＆エ
クササイズ Ｂ

1/10 ～3/14の木、13:30 ～14:30。
10回。先着15人。5000円。

申�12/20
（木）～

黄檗体育館の教室
問同館（ 39-9249）

１２月16日〜２月15日のし尿収集日程 城南衛生管理組合　 075-631-5171
収集漏れは収集口側から確認し翌日（土・日・祝日を除く）に上記組合へ　

笠取・炭山 1/5・25 笠取、二尾 12/19、1/12、2/4 炭山（吹越除く）
12/20、1/15、2/5 池尾、炭山（吹越のみ）

六地蔵 12/17、1/10・31 六地蔵（ＪＲ以西全域） 12/25、1/18、2/8 六地蔵（ＪＲ以東全域）
木　幡 12/17、1/10・31 木幡（ＪＲ以西全域） 12/25、1/18、2/8 木幡（ＪＲ以東全域）

五ケ庄

12/18、1/11、2/1 北ノ庄、西田、古川、寺界道、大林、谷前、野添、芝ノ東（ＪＲ以西）、西浦（ＪＲ以西）、新開（JR以西）、平野（ＪＲ
以西）、折坂（ＪＲ以西）､福角（ＪＲ以西）

12/17、1/10・31 壇ノ東 12/25、1/18、2/8 芝ノ東（ＪＲ以東）
12/19、1/12、2/4 日皆田、岡本、上村、大八木島、一里塚、戸ノ内、

瓦塚 12/18、1/11、2/4 梅林

12/22、1/17、2/7 一番割、二番割、三番割、福角（ＪＲ以東）、折坂（ＪＲ以東）、平野（ＪＲ以東）、新開（ＪＲ以東）、西浦（ＪＲ以東）、
広岡谷

莵　道
12/19、1/12、2/4 平町（京滋バイパス以北） 12/20、1/15、2/5 大垣内、荒槇、田中（ＪＲ以東）
12/21、1/16、2/6 西中、東中、段ノ上、大谷、河原、只川、池山、妙見、岡谷、門前、中筋、谷下り（ＪＲ以東）
12/22、1/17、2/7 丸山、田中（ＪＲ以西）、谷下り（ＪＲ以西）、出口、藪里、車田、平町（京滋バイパス以南）、森本、西隼上り、東隼上り

宇　治・
白　川・
志津川　

12/21、1/16、2/6 志津川 12/20、1/15、2/5 東内、又振、紅斉、山田、乙方、山本
12/25、1/18、2/8 蔭山、御廟 12/27、1/22、2/13 蛇塚、弐番（府道以北）
1/5・25 白川、金井戸
1/7・28 野神（市道宇治296号～琵琶台26号線以南）、大谷（権現町除く）、池森、米阪、天神、矢落（JR以北）
1/8・29 矢落（ＪＲ以南）、若森、弐番（府道以南）、半白、樋ノ尻、戸ノ内、野神（市道宇治296号～琵琶台26号線以北）
1/9・30 妙楽（県神社お旅線以南186番地～）、壱番（県神社お旅線以南）、琵琶、大谷（権現町のみ）、下居、善法、東山、

里尻（ＪＲ以北）、小桜
12/17、1/10・31 妙楽（県神社お旅線以北1～185番地）、里尻（ＪＲ以南）、壱番（県神社お旅線以北）、宇文字、蓮華、塔ノ川

神　明・
開　町・
羽拍子町

12/22、1/17、2/7 開町 12/28、1/23、2/14 宮東、宮西
1/4・24、2/15 宮北（１～６番地及び63～70番地を除く）、羽拍子町、石塚（心華寺通以西）
1/5・25 宮北（１～６番地）、石塚（心華寺通以東） 1/4・24、2/7 宮北（63～70番地）

広野町

12/20、1/15、2/5 茶屋裏、寺山（ＪＲ以西）、西裏、東裏（JR以西）、桐生谷（JR以西）
12/25、1/18、2/8 大開（大開小学校市道広野町57号線以西）、丸山、中島
12/22、1/17、2/7 一里山、桐生谷（JR以東）、東裏（JR以東） 12/21、1/16、2/6 寺山（ＪＲ以東）、尖山、宮谷
12/26、1/21、2/12 大開（大開小学校市道広野町57号線以東） 12/26、1/21、2/8 小根尾（旧城南高校グラウンド東側

郵便ポスト以東）
12/27、1/22、2/13 小根尾（旧城南高校グラウンド東側郵便ポスト以西）

大久保町 12/20、1/15、2/5 大久保町（｢久保（ＪＲ以東）｣除く） 12/21、1/16、2/6 久保（ＪＲ以東）

槇島町

12/20、1/15、2/5 南落合 12/28、1/23、2/14 一ノ坪
1/9・30 薗場 12/17、1/10・31 大幡、北内、門口、幡貫
12/18、1/11、2/1 清水、千足、三十五、二十四、十八、十六、目川、本屋敷
12/19、1/12、2/4 十一（旧24号線以東）、吹前、石橋、中川原、大町 12/19、1/12、2/8 島前、外
12/25、1/18、2/8 五才田、一町田、月夜、落合、西鴫沢 12/22、1/17、2/7 郡、大川原、十一（旧24号線以西）

小倉町

12/20、1/15、2/5 新田島、久保、西浦、蓮池、堀池 12/21、1/16、2/6 南浦、南堀池
1/7・28 春日森 1/8・29 天王
12/26、1/21、2/12 西山（近鉄以西） 12/22、1/17、2/6 山際
12/22、1/17、2/7 神楽田（近鉄以西）、老ノ木、寺内 12/28、1/23、2/14 神楽田（近鉄以東）、西山（近鉄以東）、

東山、西畑、中畑、奥畑

伊勢田町・
安田町

12/27、1/22、2/13 中山、大谷 12/25、1/18、2/8 毛語
12/26、1/21、2/12 井尻、北山、若林、浮面、中ノ田、名木、中荒、新中ノ荒、ウトロ、南山
12/20、1/15、2/5 遊田、中遊田、西遊田、砂田、安田町

所
５
階
５０１
会
議
室　
問
文
化
自
治
振
興
課
市
民

相
談
係

●●
青
少
年
相
談

時
１
月
15
日（
火
）午
後
1
時
～
4
時　
所
更
生

保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
宇
治
琵
琶
）　
申
同

セ
ン
タ
ー（

２３
・
２３３５



）

●●
出
張
里
親
相
談
会

　
府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
が
里
親
に
関
す

る
相
談
会
を
行
い
ま
す
。　
時
1
月
9
日（
水
）

午
後
１
時
～
４
時　
所
市
役
所
１
階
市
民
交
流

ロ
ビ
ー　
問
こ
ど
も
福
祉
課

●●
府
ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口「
チ
ー
ム
絆
」

　
臨
床
心
理
士
等
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
や
ひ
き
こ

も
り
経
験
者
等
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。　
《
相

談
窓
口（
山
城
北
地
域
担
当
）》ほ
っ
こ
り
ス

ペ
ー
ス 

あ
い（
木
幡
赤
塚
）　
《
相
談
専
用
電

話
》
32
・
6
1
8
7（
月
～
金
曜
日
、
午
前
10

時
～
午
後
5
時
。
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

●●
高
齢
者
等
法
律
相
談

時
１
月
２４
日（
木
）午
後
２
時
～
４
時
半　
所
西

小
倉
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　
定
先
５
人（
１
人

２５
分
）　
申
１２
月
１７
日（
月
）か
ら
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
公
社（

28
・
3
1
5
0
）へ
。

●●
税
理
士
に
よ
る
税
務
相
談
セ
ン
タ
ー
の

開
設

時
1
月
22
日（
火
）午
後
1
時
半
～
４
時
半　
所

市
役
所
7
階
701
会
議
室　
対
税
理
士
ま
た
は
税

理
士
法
人
が
関
与
し
て
い
な
い
納
税
者
。
税
目

は
不
問　
定
先
６
人（
１
人
３０
分
、
予
約
制
）　

申
近
畿
税
理
士
会
宇
治
支
部
事
務
局（

６４
・

６６５０



）

●●
閉
庁
時
に
国
保
保
険
料
の
納
付
受
付
と

相
談
窓
口
を
開
設

時
◎
夜
間
＝
1
月
10
日（
木
）・
17
日（
木
）・
24

日（
木
）午
後
６
時
～
８
時
◎
休
日
＝
1
月
27
日

（
日
）午
前
９
時
半
～
午
後
０
時
半　
問
国
民
健

康
保
険
課

●●
人
権
相
談

時
1
月
10
日（
木
）午
前
10
時
～
午
後
3
時　
所

市
役
所
5
階
501
会
議
室　
問
人
権
啓
発
課

●●
就
労
相
談

時
1
月
７
日（
月
）・
21
日（
月
）午
前
9
時
～
11

時
半　
所
市
役
所
1
階
市
民
交
流
ロ
ビ
ー　
問

京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク（

075
・
682
・
8
9
1

5
）、
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
京

都
南（

54
・
5
3
8
0
）

献
血

時
1
月
21
日（
月
）◎
午
前
10
時
～
正
午
◎
午
後

1
時
～
3
時
半　
所
コ
ー
ナ
ン
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
北

店（
宇
治
里
尻
）　
問
健
康
生
き
が
い
課

納期限
●4日	 市役所仕事始め
●7日	 市立幼稚園・小学校・中学校　第3学期始業式	 �
	
※�この他、来月の行事の一部は市政だよりに掲載しています。

1月の行事予定等
●1月4日	 介護保険料第7期納期限
		  後期高齢者医療保険料第6期納期
		  国民健康保険料第7期納期限
		  固定資産税第3期納期限

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費
生

活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　
談

相
　
談

税・年
金・

保
険

15 14

記号の説明 時＝日時  所＝場所  対＝対象  定＝定員  抽＝締め切り後抽選  先＝先着で受け付け  内＝内容  講＝講師  ￥＝参加費・受講料   
持＝持ち物  他＝その他  申＝申込方法  問＝問い合わせ先  ※次の場合は記載していません （対だれでも 定なし ￥無料 申不要）

宇治市役所 22-3141（代表）　 FAX 20-8779　〒611-8501（宇治琵琶33）
■気象警報発表時などには、掲載している催しが急きょ中止になる場合があります。 ■各催しの会場への来場には、公共交通機関をご利用ください。



各課からのコラムをご紹介！の

［ 発 行 ］ 宇治市　　［ 編 集 ］ 秘書広報課
〒611-8501 宇治市宇治琵琶 33　　 22-3141（代表）　　20-8779FAX

https://www.city.uji.kyoto.jp/

宇治市
ホームページ

https://www.facebook.com/ujicity

宇治市公式
Facebook

https://www.youtube.com/user/ujicity

宇治市公式
YouTube

見
や
す
く
、読
み
間
違
え
の
少
な
い
フ
ォ
ン
ト

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
購
入
法
の
基
準
を
満
た
す
印
刷
用
紙
、イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報う
じ

宇
治
市
政
だ
よ
り
12月

15日
号

平
成

30年（
2018年

）12月
15日

発
行

 第
1806号

宇
治

市
政

だ
よ

り
が

届
か

な
い

と
き

は
、配

布
委

託
先

 読
売

中
央

販
売（

株
）

　
 06－

6315－
5751

へ

市政だよりへのご意見・ご感想をお寄せください

「12月15日号について」の読者アンケート
市ホームページから回答出来ます

ご意見・ご感想は、はがき、ファクス、
メールで随時受付をしています。
秘書広報課あて obokoho@city.uji.kyoto.jp

「ネット通販での購入は慎重に！」
�　ネット販売でバッグがお得に売られ
ているのを見つけて後払いで即買い！
でも、送られてきたバッグがイメージ
と違う！業者に連絡したけど、つなが
らないので、商品を送り返しました。
しばらくして弁護士事務所から請求書
が届きました。払わないといけないの
でしょうか。

Ｑ

　まず、請求元が詐欺業者ではないことを確認した上
で問い合わせください。
　通信販売の場合は、消費者が自ら申し込むのでクー
リングオフ制度はありません。商品のイメージが違
うという理由だけでは解約出来ないことが多いです。
商品を受け取り、代金を支払わなければならない場合
が一般的です。

Ａ

　スマホやパソコンで申し込むネット通販が増えて
います。色や風合いなどは画像からわかりにくい場
合があり、受け取り後トラブルになることがありま
す。業者は商品の表示以外にも連絡先や返品の規定
を書くことを法律で義務付けられています。購入に
あたり返品・交換に関する表示を確認しましょう。

問消費生活センター

　
昭
和
３
年（
１９２８



）11
月
15
日
、
奈

良
電
車（
現
在
の
近
鉄
京
都
線
）の
京
都
・

西
大
寺
間
が
開
通
。
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
90

年
前
の
こ
と
で
す
。
西
大
寺
か
ら
大
阪
電

気
軌
道（
現
在
の
近
鉄
大
阪
線
）に
乗
り
入

れ
、
京
都
・
奈
良
間
を
普
通
68
分
、
急
行

57
分
で
結
び
ま
し
た
。
翌
年
に
は
普
通
58

分
、
急
行
45
分
に
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
。
蒸

気
機
関
車
が
客
車
を
牽
引
し
て
い
た
国
鉄

奈
良
線
に
比
べ
て
、
急
行
な
ら
半
分
程
度

の
所
要
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

大
久
保
駅（
奈
良
電
）が
近
い
新
田
駅（
国

鉄
）で
は
、
乗
降
客
が
ほ
ぼ
半
減
し
ま
す
。

　
奈
良
電
車
は
、
一
時
期
京
都
側
の
起
点

を
京
阪
電
車
宇
治
駅
付
近
に
計
画
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
本
社
は
宇
治
町
に
置
か
れ（
後

に
伏
見
町
へ
）、
設
立
総
会
も
宇
治
町
公
会

堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
業
し
た
昭
和
３
年
11
月
は
昭
和
天
皇

即
位
の
御
大
典
で
、
全
国
か
ら
京
都
や
桃

山
御
陵
、
橿
原
神
宮
な
ど
へ
の
参
拝
客
が

訪
れ
、
多
く
の
乗
客
を
集
め
ま
す
。
た
だ
、

普
段
は
現
在
の
よ
う
に
沿
線
人
口
が
多
く

は
な
く
、
車
内
が
い
つ
も
空
い
て
い
た
こ

と
か
ら
、
地
元
の
人
は
親
し
み
を
込
め
て

「
カ
ラ
電
」と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

問
歴
史
資
料
館（

39
・
9
2
6
0
）

宇治史探検 105

こんなときどうする？

知る人ぞ知る宇治の豆知識をお話しします。

01

02 03

近
鉄
京
都
線
９０
年

手前の赤い線が奈良電車

共生
あなたも簡単な手話を覚えてみませんか。
●●かんたん 話入門

　「音のない世界の拍手」

（ FAX 22-7117）
問障害福祉課

　誰かを賞賛したり、感動を伝えたりする
ために両手を叩きますが、手話では手をヒ
ラヒラと振ります。割れんばかりの拍手を
する場合には、より力強く手を振ります。
たくさんの人で手を振ると、手のひらが舞っ
ているようで圧巻です。

消費生活を中心にトラブルを紹介

http://www.city.uji.kyoto.jp/0000018417.html
https://www.facebook.com/ujicity
https://www.youtube.com/user/ujicity
http://www.city.uji.kyoto.jp/0000018417.html



